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　 Assessment 　ofthe 　Weather 　Criterion　for

　　　　　 aLarge 　Passenger　Ship
　大型 旅客船に対する ウ ェ ザー

クライテ リア

　　　　　　　　　　の 検討

　小川剛孝、deKat，　J．O ．（MARIN ）、石 田 茂資

　　　　　　　　平成 15年 9 月

第 46 回 国際海事機関／復原性、満 載喫水 線、漁 船 の

　 安全性 に 係 る小委員提出文書 （SLF46／6〆12）

　 ウ ェ ア ザーク ラ イ テ リア （以 下 WC ）は 荒天 中で 操

船不能 に なっ た時 、つ ま り停船 した 状態で 横波 横風 中

に さ らされ た 時 で も十 分な復原性を 確保 す る た め に規

定 され て い る。現 行 の WC は 、従来船 に 物理 的 考 察 を

加 え て 策 定 され て い る。近 年 、長 い 横揺れ 周 期 と非常

に大 き な風 圧 側 面積 を もつ 大 型 旅 客 船 が 建造 され る よ

うに な っ た。こ の 大型 旅 客船 に WC を適用 した場合、

制 約 が大 き く な り設 計 が 困難 に な る。そ こ で 、従 来船

への 影響 を十 分に 考慮 しっ つ 、大 型 旅 客 船 に つ い ては

合理 的 に 見直す 必 要 が あ る。こ の 事 を背 景 と して、当

所 と オ ラ ン ダ MARIN の 国際共同研究 に よ り大 型 旅 客

船 に対 す る WC の 適用 に っ い て 計算 と実験の 両方か ら

物 理 的 考 察 を加 え た 。

　典型 的 な大 型 旅 客船 を 用 い て 検討 した 。 積 み 付 け条

件 （KG ）の 影響 を調べ る た め に、現行 の WC を満 足

す る KG とそ うで な い 場 合 に つ い て 検 討 を行 っ た。

　解析手 法に よ り 導か れ た転 覆確 率 計 算 法 を用 い て 各

KG で の 転覆確 率 を 計 算 し た 。入 力 と な る 横 揺 は

MARIN の 数値計算プ ロ グ ラ ム で 計 算 し た。そ の 結果 、

（1 ）長 い 横揺周期を持 つ 大型旅客船の 転覆確 率 は

KG に 関 わ らず小 さい 。

（2 ） 非 常 に 大 き な風 圧 側 面積 を もっ 大型旅客船 の 転

覆確 率 は KG の 影 響 を 受 け や す い 。

（3 ） 横 波 だ け （風 な し） の 計 算結果 で は、転覆確率

はか な り小 さ くな る。こ の こ とか ら、大 きな風 圧 側 面

積 を持 つ 大型 旅客船 に及 ぼ す 風 の 影 響は 非 常に 大 きい 。

との 知 見 を得 た。

　 ま た、計 算 と同 じ船 を使 っ て 実 施 した 横 風 横 波 中の

水 槽試 験結果 の 速報 に つ い て も示 す。そ の 結 果、停 船

状 態 で は 横風 横波 で 漂 流す る 事 及 び 長 い 横 揺 周 期 を持

つ 大 型旅客船 の 横揺 は 小 さい 事 を確 認 した。こ の こ と

か ら WC の 物理 モ デル が 妥当で あ る 事が 分か る。

　以 上 の 結果 か ら、委員会に 対 して 日本、オ ラ ン ダ共

同 で 以 下 の 提 案 を 行 っ た。

　WC は 大型 旅 客船 の み の 規 定 で は な い の で、従来船

への 影響 を 十分に 考慮 しつ つ 、大 型 旅 客船 に つ い て は

合理 的 に 見直す 必 要が あ る。そ の 際に は、風 波 共 存 の

状 態 を想 定す る 事 が 望 ま しい 。

FRP 製救命艇の イ ン ベ ン トリ分析 と感度分析

　　　　　　　　　 の 適用

Life　Cycle　Inventory　Analysis　and 　Application

　 of 　Sensitivity　Analysis　on 　FRP 　Lifeboat
　　　　 櫻井昭男、小野正夫、東 　登

　　　　　　　 平成 15 年 10 月

　　　　　第 28 回複合材料 シ ン ポ ジ ゥム

　近年、地 球 環境へ の 関 心 が 高ま る に つ れ、FRP 製 品

の 廃棄や リサ イ クル 性 に 対 す る 問題 が ク ロ
ーズ ア ッ プ

され て い る。救命艇 に お い て も主 要構 造材 に FRP を

多 用 して い る こ とか ら そ の 例 外 で は な く、全 ライ フ サ

イ クル を 通 じた 環 壌負荷を 評価 し、改善す る こ とが 求

め られ て い る。本研 究で は そ の 手 が か り と して 、FRP

製救命艇 の 製造に お け る環 境負荷 の 概略を把握す るた

め に 、現在製造が 続け られ て い る 救 命艇の 製造の 実績

値 に 基づ い て イ ン ベ ン トリ分析 を 実 施 した 。また、摂

動法を利用 した 感度分析 を船 舶 に 適 用 す る手 法を示 し、

救命艇建造モ デル に 対 して の 感 度 分析 の 実施 を通 じ て 、

CO2 の 排 出 量 を低減する 最も効果的 なプ ロ セ ス の 項 目

を 明 らか に した 。

　対象 と した 救命艇 は、全 長 5 ．4m 、25 人 乗 り の 全 閉

囲 型 救命 艇 で あ る。

　 イ ン ベ ン ト リ 分析 の 結 果 、救 命 艇 の 建 造 に 関 す る

CO2 排 出 量 は 6，199kg で あ っ た。そ の 内訳 は ガ ラ ス 繊

維 の 生 産に 係わ る CO2 排出 量 が 全 体 の 約 30 ％、工 場 で

の 建造作業（重油の 燃焼）と電力 の 製 造 が 約 15％、鋼材

及 び 樹脂 の 製造が 約 14 ％ を 占め た。なお、部 品 の 製造

プ ロ セ ス を素材の 重量 の み 考慮 し た た め、CO 。排 出 は

主 と して 電力 製造等 の エ ネル ギ
ー

及 び素材製造に 関す

るプ ロ セ ス か ら排 出 され る結果 と なっ た。

　ま た感度分析の 結 果、CO
，
の 排 出 量への 影響に 関 し

て 次の こ とが 明 らか に な っ た
。

（1） ガ ラ ス 繊 維 製 造 過 程 の 環 境 影 響 の 改 善 も し くは 低

環 境負荷の ガ ラ ス 繊維 を 選 択 す る こ とが 救 命艇製造の

CO2 排 出 量 を減 ら す 最 も有 効 な 方 法 で あ る。

（2）鋼材、電力 、樹 脂 の 選 択 も重 要 で あ る。

（3）艤装品 の 中で は 鋼材の 使 用 量 が 多い 主 機 関、甲板、

換気装置の 製造に 伴 う CO ，の 排出の 影響 が 高 く、4〜

5％程度で あっ た。

　 以 上 の よ うに、感度分析の 適用に よ り環境負荷 へ 影

響 を 与 え るプ ロ セ ス の 影 響 を入 出力の 項 目単位 で 定量

的に 求 め る こ とが で き た。今 後、感度分析 を行 うこ と

で 、収集すべ きプ ロ セ ス データの 精 度 を考慮す る こ と

が で き、デー
タ 収 集 を効 率 的 に 実施 す る こ とが で き る。

（76t）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


